
　　　　ステークホルダーエンゲージメント 
 

我々は、事業活動を通じて社会・顧客・地球に価値を提供するため、​
多様なステークホルダーとの対話を重視し、その声を継続的な改善につなげてい
ます。 

 

① 顧客 

●​ 国内外の顧客との定期的な商談や展示会で、品質・納期・環境配慮素材への

要望を共有し、素材提案や事業改善に反映しています。 

●​ 環境配慮型素材や新技術に関する情報提供を行い、顧客と共に持続可能な

製品開発を検討しています。 

●​ 顧客からのニーズに答えるため、サプライチェーンの透明性向上や提案内容

の高度化を進めています。 

② 取引先・サプライヤー 

●​ 織編・染色加工などの主力国内取引先と、１０年以上の長期的な継続取引を

通じ、信頼関係を基盤に継続的な対話を行っています。 

●​ 主力サプライヤーに「サプライヤー調達コード・環境と人権・労働に関する遵守

事項」に関する遵守同意書を締結頂き、またCSRセルフアセスメントにご回答

頂く等を通じ、人権・労働・環境に関する考え方や課題を共有しています。 

●​ 主力サプライヤーにHigg FEM Higg FEM（Facility Environmental Module）を採

用・スコアの共有を頂き、環境負荷の可視化と協働による改善を進めていま

す。＊注１ 

③ 従業員 

●​ 満足度調査や日常的なコミュニケーションを通じ、働きやすさや課題を把握

し、職場環境の改善につなげています。 

●​ 行動指針（５C）に基づく評価面談を行い、個人の成長と事業目標の両立を

図っています。＊注２ 

●​ 研修やリーダー会を通じ、従業員の意見を経営やステークホルダーへの価値

還元に活かしています。 

④ 地域コミュニティー 

●​ 国内生産地域や産地との継続的な関わりやリソースの投資を通じ、地域産業

の維持と発展に貢献しています。 



●​ 地域スポーツやイベントへの協賛、またユニフォームの提供などを通じ、地域

社会とのつながりを深め、また環境問題の啓発を行っています。＊注３ 

●​ 清掃活動などの身近な社会貢献を通じ、地域環境への配慮と交流を大切にし

ています。 

⑤ NGO／NPO 

●​ Textile Exchangeに加盟し、国際的な素材・サステナビリティ動向を継続的に

学び、事業や素材選定の考え方に反映しています。 

●​ Textile Exchangeを通じて、繊維業界における環境・社会課題への理解を深

め、より持続可能なサプライチェーン構築に活かしています。＊注４ 

⑥ 地域環境 

●​ 事業活動に伴う環境負荷を把握するため、エネルギーの絶対使用量を継続

的に把握・集計し、CO₂排出量や廃棄物削減に向けた取り組みを進めていま

す。あわせて、今後は原材料調達から物流、製品提案に至るバリューチェーン

全体を視野に入れ、間接的な排出も含めた集計・把握を段階的に進めていき

ます。 

●​ CO₂排出削減の一環として、入居するビルにおける再生可能エネルギーの活

用が進むよう、テナントとして継続的に働きかけていきます。 

●​ 環境配慮型素材の採用・指標設定を実施し、不要反物の再活用など、循環を

意識した活動を実践しています。 

●​ 物流における環境配慮施策などを通じ、地球環境への負荷低減を図っていま

す。＊注５ 

 
 
　注１：Higg FEM（Facility Environmental Module）： 

繊維・アパレル業界の工場（製造拠点）における環境パフォーマンスを評価・可視化する
ための国際的な評価ツールです。 

　注２：行動指針（５C) 
Contribution 貢献 
顧客、取引先、同僚は同じチームである。チームの一員として努力を続けることで共通
の目標を達成する。 
Corporation チームへの協力 
同じ目的を共有し、チームとして行動することでより大きな社会的意義を生みす。 
Communication コミュニケーション 
チームから求められる目標を正しく理解し、目標を達成するために具体的な方法をチー
ムと共有し実行する。 
Challenge つねに挑戦し続ける 
変化する社会の状況を踏まえ、現状維持ではなく、常に新たな目標に取り組み続る。 
Critical thinking 論理的指向 
正しく現状を把握し「本当にこれで良いのか？」と考えることで、受け身でなくより主体的
に物事を進め、より良い成果を目指す 



　注３：関西万博（２０２５年）ユニフォームの無償提供　 
　https://vajapan.jp/expo2025 

　注４：Textile Exchange： 
繊維・アパレル産業において環境・社会に配慮した素材の普及を目的とする国際的な非
営利団体です。GRSやRCSなどの国際基準を策定するとともに、素材別の環境影響
データや市場分析を提供し、ブランドから原料段階までをつなぐ形で、業界全体の持続
可能な素材への転換を推進しています。 

 
　　注５：DHL Go Green Plus(2025年) 

 https://www.dhl.com/discover/ja-jp/ship-with-dhl/gogreen-plus 
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